
 
 
 
 
 
 
 
 
      

学習成果の発表を第一にした新しい運動会の形を目指して 
保健体育部長 谷本 美南子 

 

この春、本校では運動会の在り方を大きく見直すことにいたしました。それは、これまで

の運動会は、選抜リレーで一部の児童の活躍が目立ったり、勝敗にこだわりすぎたり、当日

の見栄えのために過度な練習時間を費やしたりと、本来子供たちが体育の学習で身に付ける

力やその過程を十分に発表できる行事ではなかったとの反省からです。また、教師主導の運

営から、子供たちが主体的に関わり創る運動会へと変革させる必要性も感じていたからです。 

そこで、昨年度より検討を重ね、４月から運動会自体の内容はもちろんのこと、日々の体

育の授業や保健体育委員会の活動も見直し、改革を進めてきました。 

体育の授業では、子供たちが楽しく主体的に取り組める場面を意図的に設定しています。

教師が一方的に正解を教えるのではなく、子供たち一人一人が、個人やグループ、異学年と

の交流の中で自ら考え、工夫する時間を大切にしています。これにより、子供たちの主体性

が育まれるだけでなく、高学年の児童はリーダーシップを発揮し、低学年の児童はそれを目

標にするなど、学年を超えたよい影響が生まれ、それを目にする機会も増えています。 

これまでは出来栄えのために過度に授業時間を費やすこともありましたが、今年度より決

められた学習内容を決められた時間の中で着実に身に付けることを重視しています。そのた

め、表現種目で高い完成度を追求したり、団体競技の勝敗にこだわりすぎたりすることもあ

りません。当日の見栄えや勝敗よりも、子供たち一人一人が努力してきた過程そのものを大

切にしています。 

運動会当日、４・５・６年生の児童は様々な係の仕事も担当します。ここでも教師はあく

までサポート役として、子供たちが自ら進んで動けるよう見守ります。前期保健体育委員会

の児童は、なぜリレーをしないことにしたのかを全校放送やポスターで説明したり、運動会

の新しい目標や当日のスローガンを全校に周知したりと、積極的に活動しています。当日の

開閉会式も、６年生委員が司会進行を務めます。 

この２か月間、子供たちと教職員が力を合わせ、運動会の改革に取り組んでまいりました。

当日は、これらの改革の成果、そして何より主役の子供たちが日常の体育の授業で培ってき

た主体性と努力の過程を生き生き発表する場とご理解いただき、温かい声援を送っていただ

けますと幸いです。

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
富岸小学校 学校だより №３ 令和７年５月２９日 

ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 



 

 
 

６月の行事 

    

    

    

    

  
 

 

   

    

  
 

 

   

    

    

  
 

 

   


